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まずエスニシティの構造については， (1)在日韓国人青年のエスニシティは， 2 つの志向性に分節化して把握するべ































民族的書籍の参照度，祖国統ーなど知的関心的側面にかかわる「主体志向エスニシティ J，第 2 因子として， 同胞と
の交友願望，同胞との結婚志向など紐帯を求める「関係志向的エスニシティ」が抽出された。またパスモデルによる
分析では，被差別体験が相対的剥奪感を生み，それによって主体志向や関係志向が強まり，他方，被差別体験は民族
的劣等感を生み，関係志向が弱まることも明らかにされた。
実証的調査データに基づいて筆者は精徹な分析を行ない，在日韓国人青年のエスニシティ形成の解明について新し
い試みを行なってきている。エスニシティ形成についてはまだ残された仕事があるが，著者の理論的，実証的研究が
真撃に積み重ねられており，学問的貢献が大きいと評価できるo 以上のことからみて，本審査委員会は，本論文がエ
スニシティに関する実証的社会学研究として高く評価でき，博士(人間科学)の学位授与に十分に値する研究である
と判定した。
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